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林家を豊かに

再造林経費 5000円/m3 (150万/300m3)

立木価格 3000円/m3

付加価値

面積当た
り経費

主伐時丸太量

＞
１．主伐時の丸太量増やす
２．面積当たりの再造林経費を下げる
３．製品の付加価値

主伐で丸太500m3でれば、
再造林経費＝立木価格



早生樹の定義

I. 20－40年程度の短期に高い木材生産量による収
益を期待する集約的施業(短伐期早生樹)

• 精英樹、コウヨウザン、センダン他

II. 植栽後の早期樹高成長により、初期保育、特に下
刈り省略を目指す施業（保育経費削減）

• 精英樹(エリートツリー、クリーンラーチ他)

III.バイオマスエネルギー利用としての超単伐期施業

• ヤナギ、ポプラ他



早成樹の特徴

蒸散大

CO2多い

開く

光合成大

CO2

大気

根が腐らない＝水はけ良い

根から十分な水



500m3/ha丸太は

18m3/year /ha

500m3/ha丸太は

24m3/year /ha

500m3/ha丸太は

36m3/year /ha

林分材積と連年成長量

１．主伐時期の材積を短期間で高める・・・連年成長量がどれくらいか？

500m3/ha丸太は

9.5m3/year /ha

丸太500m3 (林分では714m3/ha)
歩留まり7割を仮定

最終材積目標は？

早成樹に求められる林分生産性

現在のスギ
の平均値



早成樹種の成長量を最大にする造林方法（１）
斎藤・宇都木他、熱帯林業70:23-30,2007

世界でもっとも良い樹木の連年成長量



早生樹林業 －神話と現実ー Christian Cossalter and Charlie Pye-Smith 



スギとコウヨウザンの生産性

• 50年で1000m3/ha = 20m3/year/ha=ほぼMAX

• C. lanceolata is characterized by its fast growth rate 
when grown in a monoculture plantation, producing 
volumes of up to 450 m3/ha after 25 years=18m3/ha/y
(Yuhao Lu et al. Forests, 2015)

20m3/year/ha

連年成長は20m3/haが限界か？

20年生で400m3/haでは厳しい

400×3000円=120万円

再造林=150万円

シカ害無
しで

早生樹による再造林経費削減が必須

とすれば

日本のスギ



雑草高

下刈り１回

再造林経費 3000円/m3 (経費:90万/300m3/ha)

再造林経費 1800円/m3 (経費: 54万/300m3/ha)

下刈り減らし再造林経費抑える
・・・初期苗高成長量がどれくらいか？

再造林経費

面積当た
り経費

立木価格 3000円/m3

主伐時丸
太量

林木育種センター 倉本さんに期待

早く雑草より大
きくなって、下
刈り回数削減

(儲け：90万/300m3/ha)

(現状5000円/m3)



付加価値

センダン=ケヤキの代用

植栽密度 5000本/ha

成立本数 400本/ha

芽かき等施業

目標とする材積、価格に
見合った施業が必要

熊本県林業試験場 横尾さんに期待

1m3 >1万円？（平均でも）

目標の材質
目標の用途（量なのか質なのか？）



木質資源作物“ヤナギ”の利用

カーボンニュートラル

超単伐期施業



スウェーデン・イギリスでは、

平均10乾燥トン/ha /年の収穫量

で、バイオマス熱利用が促進！

木質資源作物ヤナギの利用
超単伐期施業 5年程度 (計画性、貯留性)



25m3/ha/year

北海道におけるヤナギの利用

森林総研北海道支所 原山さんに期待

平地
集約性
施肥



早生樹に正しい焦点を！

１．主伐時の丸太量増やす
２．面積当たりの再造林経費を下げる
３．製品の付加価値 目

的
が
異
な
る

木材収入
付加価値

低コスト育林

エネルギー

方法が異なる 目標を間違えない
で議論すべし！


